
山口蓬春 《山湖》昭和22年(1947） 第3回日展　松岡美術館蔵

奥田元宋 《妙義湖秋燿》平成4年(1992)頃　個人蔵 

令和8年度 山口蓬春記念館 秋季特別展

蓬春から次世代へ
開館35周年─

9/19（土）～11/15（日）2026
休 館 日：毎週月曜日（9月21日、10月12日を除く）、
　　　　 9月24日(木）、10月13日(火）

開館時間：午前10時～午後4時30分（入館は午後4時まで）

入館料(税込み）：600円（高校生以下は無料)
各 種 割 引：100円割引

主　催：山口蓬春記念館
公益財団法人 JR東海文化財団

後　援：神奈川県教育委員会・葉山町教育委員会

団体（20名以上、要予約)／障がい者（同伴者1名まで）
連携館（神奈川県立近代美術館・葉山しおさい博物館）
※当日の大人券、企画展一般券・学生券のみ。

年間入館券：1,800円（発行月から翌年の同月末日まで）

〒240-0111  神奈川県三浦郡葉山町一色 2320  [TEL] 046-875-6094  [FAX] 046-875-6192
※展示作品は都合により一部変更することがあります。詳しくは当館ホームページ等でご確認ください。
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交通案内
JR横須賀線・湘南新宿ライン「逗子駅」より京浜急行バス3 番乗場、
又は京浜急行線「逗子・葉山駅」南口 2 番乗場より「海岸回り葉山行
（逗12）」か「海岸回り葉山福祉文化会館行（逗11）」にて約20分「三
ヶ丘・神奈川県立近代美術館前」下車徒歩 2 分。 
※当館には専用駐車場がございませんので、周辺の有料駐車場を
ご利用くださいますようお願いいたします。

初冬特別展・開館35周年「山口蓬春と春子―大正15年から始まる二人の物語」
令和8年（2026）11月21日（土）～令和9年（2027）1月24日（日）次回展示のご案内

関連イベントのご案内
展示解説
内　容　展示の見どころを学芸員が解説します。
日　時　9 月26日（土）、10月15日（木）・31日（土）、

11月12日（木）
13：30～（約30分）

定　員　先着10名
集　合　開始時間までに入館手続きをお済ませの上、

受付付近にご集合ください。

山口蓬春記念館×北鎌倉葉祥明美術館 コラボ企画
「35周年のありがとう

アートでつなぐスタンプラリー」
内　容　当館と北鎌倉葉祥明美術館は、共に令和 8 年（2026）

に開館35周年を迎えます。これを記念して葉山と北鎌
倉を結ぶスタンプラリーを開催いたします。詳しくは当
館ホームページをご参照ください。

期　間　10月1 日（木）～12月27日（日）

山居の呈茶会
内　容　葉山町茶道連盟の先生方のお点前で、季節の

お菓子をお楽しみください（1 席約20分）。
日　時　11月7 日（土）

第 1 席10 : 30～、第 2 席11 : 30～、
第 3 席13 : 30～、第 4 席14 : 30～

場　所　山口蓬春記念館「桔梗の間」
費　用　1 席1,000円（当日の入館券は別途必要）
定　員　1 席 6 名（先着順）
協　力　葉山町茶道連盟
申　込　2 日前までにお電話で氏名、人数、参加希望の

席、ご連絡先をご予約ください。インターネット
からもお申込みいただけます。

山口蓬春生誕日
日　時　10月15日（木）
来館者全員にポストカードプレゼント

※イベント等は中止になることがあります。最新情
報は当館ホームページ・SNSをご覧いただくか、
お電話にてお問合せください。

第68回 葉山特別見学会
内　容　葉山町にある葉山しおさい博物館・

神奈川県立近代美術館・山口蓬春記
念館を学芸員の解説付きで見学します。

日　時　10月22日（木）　9：30～14：30
参加費　無料
定　員　30名（応募者多数の場合は抽選）
共　催　葉山町教育委員会
締　切　10月9 日（金）必着
申　込　はがき又はFAXに住所、氏名、年代、電

話番号、イベント名を明記の上、当館へ
お申込みください。

邸園ツアー
内　容　蓬春が暮らした主屋や庭園、吉田五十八設計による画

室などについて学芸員が解説しながらご案内します。
普段と一味違う体験をお楽しみください。

日　時　11月15日（日）
①11：00～12：00　②13：30～14：30

参加費　無料（但し、当日の入館料は別途必要）
定　員　10名（先着順。当日整理券を配布します）
申　込　開始10分前までに入館料をお支払いの上、正門前に

ご集合ください。
※雨天の場合は、集合場所が変更になる場合があるの

で受付にてご確認ください。

山口蓬春《望郷 小下絵》昭和28年（1953）
山口蓬春記念館蔵

山口蓬春《楓図 下図》昭和45年（1970）
山口蓬春記念館蔵

髙山辰雄《里の道》平成6年（1994）　個人蔵
東山魁夷《庭の雪》平成5年（1993）　個人蔵

加倉井和夫《歓》平成4年（1992）頃　個人蔵大山忠作《富士翔鶴》平成4年（1992）　個人蔵

〈主な出品予定作品〉

　山口蓬春記念館は、大正から昭和の日本画壇で活躍した日
本画家・山口蓬春（1893-1971）を記念し、神奈川県葉山町
に位置する蓬春の旧邸宅を改装し、平成3年（1991）10月15
日に開館しました。おかげさまで令和8年（2026）は開館して
から丁度35周年にあたります。

　当館ではこれを記念しまして、蓬春が作品発表の舞台とし、
また後進作家も育てた日展に着目し、蓬春の次の世代の作家
を中心に展覧会を開催いたします。日展は、明治40年（1907）
に第1回文部省美術展覧会（文展）が開催されてから、戦争
を挟み幾多の変遷を経て、戦後は官から分離し完全なる自主
的経営機関にかわり、現在は公益社団法人として活動を続け
ています。このなかで蓬春は新しい日本画の創造に邁進し、そ
れまでの日本画にはない表現を、西欧の近代絵画のエスプリを
咀嚼したスマートな感覚をもって試みています。特に昭和20年
代、平面性を打ち出した空間処理や洗練された色調は、明朗
で爽快な現代的感受性に満ち、その作風は戦後の日本画壇を
リードし、後進の画家たちに対し明確な指針を示したのでした。

　本展では、蓬春の門下やその同世代の作家たちにも焦点を
あてて展示します。蓬春の作品と彼が目指した新日本画の創造を
受け継いだ次の世代の作品を見比べてみてはいかがでしょうか。




